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№ 図面番号 仕様書等（頁） 質 問 内 容 回   答 

１ No.２  図面 No.2 の次亜注入機

現場盤について、既設

ELB3 から配線とありま

す。このことから今回は

動力ケーブルのみ接続す

るとの認識ですがよいで

しょうか？ 

ご認識のとおりです。 

２ No.２  上記ケーブルやその他の

ケーブルは敷設・配線の

必要ございますか？現状

ケーブルはエアコンの一

次側のみが数量上計上さ

れていると考えておりま

す。 
また、記載から次亜注入

装置への電源送りをご指

示と想定しますが､他の

配線がある場合はそれぞ

れ電気配線の信号名称と

線種をご教授ください。 

(例：電源､運転信号､注入

率､注入量､故障等) 

敷設の必要があるケーブルに

ついては、協議により数量の追

加・変更を行います。 

３ No.２  次亜注入ユニットについ

て、配線ご指示から判断

した場合は、今回ユニッ

ト内ポンプの運転停止の

みをユニットでの手動操

作で行うとなりますがよ

いでしょうか？ 

既設の次亜注入機現場盤（廃止

予定の後塩注入ポンプのスイ

ッチ）で運転・停止操作する予

定です。またユニットでの停止

操作も可能と想定しています。 

４ No.２  図面 No.2 の次亜注入機

現場盤について、既設

ELB3 から配線とありま

す。既設 ELB とその上

ご認識のとおりですが、次亜注

入機現場盤の状況によっては、

必要に応じて盤内を停電して

作業する可能性もあります。 



位しゃ断器を遮断して施

工ができる認識でよいで

しょうか？ 
５ No.２  図面 No.2 の注入ユニッ

トについて、A のプルボ

ックスとの間に防液堤が

あるため、コア抜きせず

配線する認識でよいでし

ょうか？ 

ご認識のとおりです。 

６ No.２  図面 No.2 について④の

既設次亜注入現場盤から

次亜注入ユニットへの配

線について、床上配線の

ご指示となっておりま

す。 
盤内へは現場盤側面を開

口加工し配線を通すこと

をお考えですか？ 

必要に応じて加工も検討して

います。 

７ No.２  図面 No.2 の次亜貯留タ

ンク周辺と倉庫付近に赤

色点線箇所がございま

す。 
数量・図面等での明示は

ありませんが、施工対象

外という認識でよろしい

でしょうか？ 

ご認識のとおりです。 

８ No.２  次亜注入ユニットの1次

側の流入管と2次側の流

出管の接続がありませ

ん。運用の切替や仮設に

ついては考慮しないとい

う認識でよろしいでしょ

うか？ 

別工事で布設予定の配管に接

続します。布設された配管の弁

により切替を行います。仮設に

ついてはご認識のとおり考慮

しない工事となっています。 

９ No.３  図面 No.3 の予備 2 につ

いて3 相200V の既存ブ

レーカを使用することで

よいでしょうか？ また

可能であればブレーカ・

ケーブルの容量について

是非判断のご提示を希望

します。 

ご認識のとおり既設のブレー

カを使用します。容量の是非判

断については契約者と協議の

うえ提示します。 



１０   設計書 No.8 に試運転調

整費とあります。 
図面にて流入管と流出管

は別途工事との旨伺いま

した。試運転調整は運転

開始をせず、電源投入し

て手動にてポンプの動作

確認を行う形でよろしい

でしょうか？ 

別工事で布設された配管に接

続し実運用による試運転を行

います。 

１１   設計書No.10の複合工費

について鋼材加工品：架

台とあります。 
図面 No.2 の配管カバー

の認識でよろしいです

か？ 

「架台 縞鋼板3.2mm 29.5kg」
がカバーです。 

１２   設計書No.10の複合工費

について鋼材加工品：架

台とあります。 
80.6kg の SUS304 製の

架台は次亜注入ユニット

の下に取り付ける架台の

認識でよろしいでしょう

か？ 

ご認識のとおりです。 

１３   工期は５か月弱のご設定

です。対し、特記仕様書、

次亜注入装置についてご

指定業者からの納期は、

現時点で工期よりも長い

納期回答を得ておりま

す。工期は打合せ期間・

施工期間の分延長され

る、との認識でよいでし

ょうか？ 

ご認識と相違します。入札条件

のとおりの工期です。着工後、

諸条件により工期延長の必要

があれば協議は可能です。 

１４   注入制御がある場合は、

今回の注入制御方法をご

教授ください。 
 (例：運転指令＋注入率

＋取水流量による比例注

入、運転指令＋注入量に

よる比例注入) 
また、この場合はそれぞ

れ信号の取り口をご教示

ください。 

注入制御や注入設備から発信

される信号については、本工事

に関係しませんので回答は控

えさせていただきます。 



１５   新設のポンプは、既設ポ

ンプと能力が異なるポン

プと想定していますが､

注入量等のスケールは同

じとの考えで宜しいでし

ょうか？ 
注入制御がある場合は、

中央と注入装置の注入量

スケールが異なると正確

な注入が出来ないと考え

ます。 

注入制御は、設置する注入設備

で行いますので、中央でのスケ

ール変更はありません。 

１６ 
 

  設計書No.10にアスベス

ト撤去１式の項がござい

ます。 
具体的な内容と必要なコ

ストを把握したいため、

決定している撤去対象物

と物量をご提示くださ

い。 

対象は、空調機室外機設置時に

管理棟1階の壁を穿孔した際に

発生するコンクリートです。 

 


